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・体験と経験は違う 

・体験だけでなく、それをどう置き換えるかが経験になる。 

・1972年フィリピンに関わる 

・日本とアジアが大きく動いたとき 

・1972年 9月に戒厳令 

・マルコス大統領 軍事政権 

・10月軍事政権 タイで戒厳令  

・韓国軍事政権 10月 戒厳令 

・1970年代はジャンボ機が導入 

・グローバリズムのきっかけ、人の動きが容易になった時 

・都市農村問題 表裏一体で動く 

・興味持ち始めた 

・同志社大学の教授に勧められて勉強に 

・フィリピンへ 

・スラム（トンド）の自立をどうやっていくか 

・フィリピン 国民８５％がキリスト教 

・スペイン植民地支配の影響。文化をひっくり返して同化させた 

・フィリピン人 6人 外国人 6人 スタッフとして参加 

・フィリピンの大半はスラム 

・マヤニハン＝おもてなし 

・ワランヒア＝恥知らず 

・おもてなしをしないことは恥知らず 

・食べられない人が一番食事にこだわり、他人に食べさせる 

・1521年マゼランがフィリピンに 

・ラプラプ（侵略者マゼランを殺した人） 

・フィリピンという国名自体がおかしい 

・1972年 9月 23日 フィリピンに戒厳令 

・国民が国民に銃を向けた 

・500人の日本人がいた 

・この頃から、日本が入れるように 

・75年には 2万人になる 

・商売しにくかった（対日感情強かった）が商売しやすくなった 

・なぜか？ 

・国民、優しすぎるから植民地になったのかとも思えた 

・1973年 12月 日比友好通商航海条約 



・ナボタス（漁港） 

・近代化させるプロジェクトを請け負ったのが日本の企業 

・1973年 

 

・植民地にするにはメリットがないとしない 

・交通の要路 

・スペイン、まずやったことは土地を接収 

・サトウキビ、バナナ農園を創った 

・財閥支配 

・フィリピンには百姓がいない 

・大地主に支配されている 

・アヤラ一族（財閥）・・・スペイン人 

・三菱（大株主）と提携している 

・中世の封建体制が今まで引き継がれてきた 

・マンゴー最近台頭 

・バナナ 4社（アメリカ 3社と日本 1社） 

・流通５社（アメリカと日本） 

・土地と安い労働力だけ利用されて、化学肥料だけが残った 

・アメリカ、エクアドルからバナナ持ってきた 

・日本とアジアをターゲットにしていた 

・日本人は味よりもかたちが売れると、マーケティングしての結果 

・バナナを裏庭栽培して、そのバナナを日本に持って来れないか 

・６つの生協がＯＫ出た 

・値段は 2倍 3倍 

・プランテーションのバナナを食べ続ける限り、フィリピンは自立できない 

・5か年計画で、有機バナナ栽培し、民衆交易をはじめた 

・ 

 

 

 

 

 

 

 


